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１．対象児 B について 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・sin A cos 90° A  などの公式を利用することができるようにする。（ア）










































・sin 𝜃 sin 180° 𝜃  などの公式を利用することができるようにする。（ア）















































































































































































































 ア 社会生活と数学 
   社会生活などの場面で，事象を数学化し考察すること。 
 イ 数学的な表現の工夫 
   図，表，行列及び離散グラフなどを用いて，事象を数学的に表現し考察すること。 
 ウ データの分析 
   目的に応じてデータを収集し，表計算用のソフトウェアなどを用いて処理しデータ間の傾向をとら
え予測や判断をすること。  
 


















































③ 単元の指導計画  




























④ 指導及び教材の工夫  
困難（具体的事象） 要因 手だて・配慮 
平面図形を理解する
ことが難しい 





































































対象（学年）      生徒Ａ（中２）      生徒Ｂ（中１） 






































・2 とび，5 とび，10 とびの数え方はできる。 
・乗法九九は，2 の段，5 の段は暗唱できている。 





2 桁＋1 桁，2 桁＋2 桁を筆算で行うことも，ほぼ
できる。 
・ひき算は，10－□までは，概ね暗算でできる。 
2 桁－１桁，2 桁－2 桁の筆算では，繰り下がりの
表記が曖昧で，確実性がない。 
















































 ② 単元設定の理由 
生活の中では，食事のとき「いちごが 3 個ずつ 4 皿あるから全部で○個」，お菓子の箱を開け「一列































































⑥ 単元の評価規準  
本単元の評価規準を表９に示す。 





















⑦ 単元の指導計画  
 本単元（全６時間）の指導計画を表１０に示す。 
 
                 表１０ 単元の指導計画 




































・6 から 9 の段の後半部分の暗唱練習をする。【乗法
九九についての理解】 































２名の生徒ともに，表９の「1 位数と 1 位数の乗法 
の計算ができている」(知識及び技能)ことには難しさ 






























































































































































































































































































































































月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 
大単元 
            
小単元 
            
























 ① 単元名 


























































































































































































一学期 二学期 三学期 

















 ① 単元名 
 【学校のまわりの様子】・地図をつくろう 
中学部社会 1 段階（内容 オ 我が国の地理や歴史(ア)㋐身近な地域や自分たちの市の様子が分かる
こと） 
 
 ② 単元設定の理由 
中学部社会 1 段階には，ア 社会参加ときまり，イ 公共施設と制度，ウ 地域の安全，エ 産業と生活，













































































































































文部科学省（2017）．小学校学習指導要領（平成 29 年告示） 




























































































































理科を構成する領域 捉える事象等 働かせる理科の「見方」 
エネルギー 自然の事物・現象 主として量的・関係的な視点 
粒子 自然の事物・現象 主として質的・実体的な視点 
生命 生命に関する自然の事物・現象 主として共通性・多様性の視点 


















































































































































































































































































































































































































□Ａ  事象を諸感覚で比較して差異点や共通点に気付くことができる 
□Ｂ  事象を簡単な道具で比較して差異点や共通点に気付くことができる 
□Ｃ  事象を量的に比較して差異点や共通点に気付くことができる 





□Ａ  事象の変化をとらえることができる 
□Ｂ  事象の変化に要因があることに気付くことができる 
□Ｃ  事象の変化の要因を生活経験を基に予想することができる 
□Ｄ  事象の変化の要因を既習の内容を基に予想することができる 












































































１ 単元名  
電気の世界「電流の性質－回路と電流・電圧－」（中学校第２学年） 



















































































指導月(時数) 教科書の単元配列 指導月(時数) 桐が丘の単元配列 
4中～6中(35) 化学変化と原子・分子（化学） 4中～6下(37) 動物の生活と生物の変遷（生物） 
6下～10下(40) 動物の生活と生物の変遷（生物） 7上～10下(42) 化学変化と原子・分子（化学） 
11上～12下(30) 天気とその変化（地学） 11上～1上(30) 天気とその変化（地学） 







 評価項目 学習活動の段階性 




温度や湿度を感覚で比較し，違いを表現することができる     〇  
温度や気圧，湿度，等について値で現象の大小関係を比較することができる     〇  
計測器の示度を用いて現象の変化を表現することができる     〇  
減圧実験での体積の膨張変化等を確認することができる     〇  





気圧が下がると温度が下がり，気圧が上がると温度も上がることを見いだすことができる     〇  
凝結核の有無による雲の発生の違いから，凝結には核が必要であることに気付くことができる     〇  
減圧や加圧による温度変化を気圧の変化と関係づけて捉えることができる     〇  






露点の測定実験で金属コップやくみ置きの水を使う理由等に気付くことができる     〇  
凝結核の有無による雲の発生の違いで煙以外の条件を変えてはいけない理由を説明できる     〇  
減圧実験が上空の空気の気圧を想定していると指摘できる   〇    
空気の上昇を気圧の変化としてとらえ，減圧実験で確認できることを指摘できる   〇    




山の上の気圧や気温が平地よりも低いことを予想できる   〇    
山頂での菓子袋の様子から高度上昇による気圧の低下と気体の膨張を推論できる     〇  
飽和水蒸気量の温度による変化から雲の発生の仕組みを推論できる   〇    
減圧による温度変化と空気の上昇による温度変化を関係付けて考察することができる   〇    
凝結核の有無による雲の発生の違いの実験から空気中の微粒子（塵）の存在を推論することができる  〇     
減圧実験の結果から空気の上昇による気圧の低下と膨張，そして温度低下を推論できる   〇    
山頂の気温が低い理由を空気の上昇による気圧の変化と膨張によるものだと推論し，その根拠として減圧実験の結果を指摘することが
できる 
 〇     
雲の発生を空気の上昇，気圧・気温の低下，飽和水蒸気量の変化との関係から説明できる   〇    



























表 10 小単元「回路と電流・電圧」の評価規準 
 自然事象への 













































































表 11 小単元「回路と電流・電圧」の指導計画 
時 主な学習活動 











４ ３ 回路に加わる電圧 
・電池が 1 個の場合と 2 個直列につないだ場合の，豆電球の明るさを比較する 
・電圧計の使い方，電圧の単位はボルト〔V〕についての説明を聞く 























































































































































 評価項目 学習活動の段階性 




豆電球の明るさの違いを比較することができる     〇  
豆電球の明るさの違いから，電圧（電流）の大きさの違いを判断することができる     〇  
電圧計や電流計における針の振れの大きさから回路に流れる電流（電圧）の大きさを比較することができる     〇  
電流計や電圧計の示度を用いて，回路に流れる電流（電圧）の大きさを比較することができる     〇  
回路内に流れる電流や電圧の大きさが異なる部分がある時があることを見いだすことができる     〇  
回路内に流れる電流や電圧の大きさがどこも同じ時があることを見いだすことができる     〇  






直並列回路ではかかる電圧の大きさが異なる部分があることを見いだすことができる     〇  
同じ装置を使った回路でも，回路の作り方の違いによって，部分に流れる電流（や部分にかかる電圧）に違いがあることに気付くことがで
きる     〇  
回路の作り方の違いによって，部分に流れる電流（や部分にかかる電圧）に違いができることを予想することができる     〇  
部分に流れる電流（や部分にかかる電圧）の違いを回路のつくり方の違いと関係付けてとらえ，その違いが枝分かれの有無（直列回路と並






測定実験を行う際に，同一の実験装置を用いて比較しなくてはいけないことに気付くことができる     〇  
部分に流れる電流（や部分にかかる電圧）の違いが，回路のつくり方の違いによってできるかどうかを確かめるためには，回路のつくり方
の違い以外の条件を同じにしなくてはいけないことに言及できる   〇    
電源装置からの全体電流（電圧）の大きさ，電流計（電圧計）の回路内での位置，抵抗器の数，抵抗器の回路内での位置，直列回路と並列
回路の違いなど，実験における条件（変数・チェックポイント）を挙げることができる       
部分に流れる電流（や部分にかかる電圧）の違いが回路のつくり方の違いによってできるかどうかを確かめるためには，同じ実験装置，条
件を用いて，並列回路と直列回路を組み替える実験を行えばよいことを言うことができる  ●     




並列回路では各抵抗器等にかかる電圧は全て同じで，電源の電圧に等しいことを予想することができる    〇   
直列回路において，豆電球の数を増やすと，その明るさが減少することから，それぞれの豆電球にかかる電流や電圧が小さくなっているこ
とを推論できる     〇  
並列回路における全体の電流量が回路の各部分に流れる電流量の和になることから，直列回路全体にかかる電源電圧が回路の各部分にかか
る電圧の和になることを類推できる   〇    
実験結果から，並列回路全体を流れる電流の値は回路の各部分に流れる電流の値の和になることや，直列回路における回路全体にかかる電
圧の値は部分にかかる電圧の和となることを考察できる   〇    
回路の部分的な電圧や電流の測定値から別部分の値を推論することができる    〇   
電流（電圧）の測定結果から，直列回路，並列回路それぞれにおける電流（電圧）に関する規則性を関係式として表すことができる    〇   
回路の構造の違いを判断し，回路内の電流・電圧の値を与えられた数値と電流・電圧の規則性を基に推論することができる   〇    
電流や電圧について，川を流れる水の量や落差で例えて説明することができる   〇    
家電製品の定格電圧が全て 100V であることと並列回路における電圧の規則性からコンセントの回路が並列回路であることを推論できる 















































































表 14 他教科での学びの実態の概要と手だて・配慮 














































































表 15 年間指導計画（生命）（平成３０年度） 























































































































































































































通点に気付くことができる    ◯       ◯    
・カエル・トカゲなどの模型で形を比較して差異点や共
通点に気付くことができる 
   ◯       ◯    
・カエル・トカゲなどの模型で大きさを比較して差異点
や共通点に気付くことができる 





  ◯        ◯    
・写真資料で比較してカエル・トカゲなどの足の本数の




て，差異点や共通点に気付くことができる   ◯        ◯    
・カエル・トカゲなどの幼生の足の本数を比較して，０










□Ａ  事象の変化をとらえることができる ・変態するかしないかによって，カエル・トカゲなどの
幼生のからだの形が異なることをとらえられる  ◯        ◯     
□Ｂ  事象の変化に要因があることに気付くことができる ・カエル・トカゲなどの幼生の足の本数には変態に関す




























































































１ 人体骨格模型を用いて，背骨の位置や形を知る ◎   




 ◎  




 ◎  
〔まとめ〕６本足の動物には背骨がない ◎   
〔ドリル〕足算カードを用いたゲームを通して，様々な動物を「背骨が
ある」「背骨がない」「わからない」に分類する 




◯ ◎  
〔問題〕鳥（２本足のなかま），クモ（８本足のなかま）などに背骨は
あるか，予想して，写真資料などで確かめる 
 ◎  
〔まとめ〕２・４本足の動物には背骨がある，６・８本足の動物には背
骨がない 
◎   
〔ドリル〕足算カードを用いたゲームを通して，様々な動物を「背骨が
ある」「背骨がない」「わからない」に分類する 







◯ ◎  
〔問題〕０本足のなかま（魚）に背骨はあるか，予想して，実物や写真
資料などで確かめる 
 ◎ ◎ 
〔まとめ〕０・２・４本足の動物には背骨がある，６・８本足の動物に
は背骨がない 
◎   
〔ドリル〕足算カードを用いたゲームを通して，様々な動物を「背骨が
ある」「背骨がない」「わからない」に分類する 




◯ ◎  
〔問題〕10本足のなかま（カニ・エビなど），に背骨はあるか，予想し
て，実物や写真資料などで確かめる 
 ◎ ◎ 
〔まとめ〕０・２・４本足の動物には背骨がある，６・８・10本足の動
物には背骨がない 
◎   
〔ドリル〕足算カードを用いたゲームを通して，様々な動物を「背骨が
ある」「背骨がない」「わからない」に分類する 




◯ ◎  
〔問題〕足の本数が12本足以上のなかまに背骨はあるか，予想して，写
真資料などで確かめる 
 ◎ ◎ 
〔まとめ〕足の本数が４本以下の動物には背骨がある，足の本数が６本
以上の動物には背骨がない 
◎ ◯  
〔ドリル〕足算カードを用いたゲームを通して，様々な動物を「背骨が
ある」「背骨がない」に分類する 



























































□Ａ  事象の変化をとらえることができる 
・動物は背骨のあるなかまと背骨のないなかまに分類で
きることをとらえられる   ◯        ◯    
□Ｂ  事象の変化に要因があることに気付くことができる 
・動物の足の本数と背骨の有無に関係があることに気付


























































































































































































































のから，日常的な話題，社会的な話題へと広がっていく。文構造及び文法事項は「I am a junior high school 
student.」「I practice judo.」から始まるように，「私」が主語であったものが「あなた／あなたたち」「わ
たしたち」「彼／彼女」「彼ら（彼女ら）」や「これ／あれ／それ」「それら」等に広がり（図２①），「I practiced 















































































































































































































・疑問／否定文では do／does／did を用いて，動詞は原形になる  











































































学習活動 評価規準 評価方法 
1 
不定詞（名詞用法）の形に触れる。like to do 
（１）ＴＶに映し出す画像について教師の質問に答える。 








































































































































とってなじみはあるものの，深くは知らない高等部の先輩が「I want to go to Australia to study English. 
How about you, 〇〇?」などとたずねる VTR を見せることによって，本時のゴールでできるようになっ
てほしいことが対象生徒らにわかりやすくなった。加えて，伝えようとする意欲の増幅につながった。 
・第３時ですでに学習している want to と混同されがちである，go の過去形 went to との聞き分けるゲ
ーム要素を含んだ導入から始めることで，生徒の心理的な負担が少なくかつ本時のゴールに向かうため






















































































































































This is the book. I read it last night.この２つの文を１つの文にする。 









































































疑 問 ⽂ の





















たいという希望がある対象生徒は，スピーチ原稿の中で“I want to eat fresh cheese which is famous at 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・情報量や作業量を調整する          ・順序立てた情報提示と言語的な説明で情報を提示 





















































生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ  生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 
〇 〇 〇 △ 〇 △ △ 〇 ― 〇 〇 〇 
図８ リレーの技能に関する習得状況【前走者】 









































































生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ  生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 生徒Ａ 生徒Ｂ 生徒Ｃ 
































































































































































１ ・３０ｍ（体育館半周）のタイムを測定する  ・バトンパスの手順を確認する  ・マークの設定の手順を
確認する 
２ ・十分に腕を伸ばしてバトンを受け渡すこと（利得距離）の意義を知る 
・チームの走順を確認する  ・練習の仕方を確認する  ・タイムトライアルをする 
３～５ ・自分や仲間の課題を解決するための練習を行う  ・タイムトライアルをする  ・達成状況を振り返る
６～８ ・チームを替える（前時までの学習をメンバーが変わった中でも活用していく） 









































































































































  対象生徒Ａ 対象生徒Ｂ 対象生徒Ｃ 



















































































































































































【E　ゲーム】 【E　ゲーム】 【E　ボール運動】 【E　球技】 【E　球技】
ア　ボールゲーム ア　ゴール型ゲーム ア　ゴール型 ア　ゴール型 ア　ゴール型
イ　鬼遊び イ　ネット型ゲーム イ　ネット型 イ　ネット型 イ　ネット型








本事例で扱う「ネット型」に関して，学習指導要領には，小学校では低学年で「E ゲーム ア ボー
ルゲーム」，中学年で「E ゲーム イ ネット型ゲーム」，高学年で「E ボール運動 イ ネット型ゲ













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































学習活動 オーガナイズ キーファクター 
円陣パス ・タッチ制限あり or なし 
・一定時間で全員でなるべく多く or 少なく 

































































































































































































































































































10）文部科学省（2018），小学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 体育編 
11）文部科学省（2018），中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 保健体育編 
12）文部科学省（2018），高等学校学習指導要領（平成 30 年告示）解説 保健体育編 体育編 
13）文部科学省（2018），特別支援学校教育要領・学習指導要領解説総則編（幼稚部・小学部・中学部） 
14）日本肢体不自由児協会（2016），肢体不自由教育 No．228～生涯にわたってスポーツを楽しむ～ 
15）日本肢体不自由児協会（2016），はげみ No.368～2020 東京パラリンピックムーブメント 2～ 











る研究～，筑波大学附属桐が丘特別支援学校研究紀要第 51 巻 
22）筑波大学附属桐が丘特別支援学校（2018），肢体不自由児の体育指導における指導目標・指導内容の

































１．学級等：小学部第２学年 児童Ｃ 障害名 脳性麻痺 
 
２．対象児童について 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１．学級等：小学部第５学年 対象児童Ｄ 障害名 左上下肢麻痺 
 
２．対象児童について 
































































































１．学級等：小学部第５学年 対象児童Ｅ 障害名 脳性麻痺 
 
２．対象児童について 





































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１．学級等：中学部第１学年 対象生徒Ｆ 国語科 
 
２．対象生徒について 



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































   





























   
 


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































定 期 考 査  
定 期 考 査  
一 年 間 の ま と め  
定 期 考 査  






















































部科学省 特別支援教育に関する実践研究充実事業 研究成果報告書」，「研究紀要第 53 巻『当該学年














































































































































































































































































































































































































学習指導要領で示されている内容の取り扱いに関しては，高等部２年生は，A 体つくり運動と H 体育
理論（運動やスポーツの効果的な学習の仕方：６単位時間以上）を必修とし，B 器械運動，C 陸上競技，























































































するためのツールを作成した（研究 1) 。そしてその理論を基に，個別の指導計画の作成， 自立活動の
指導目標・指導内容の設定，学習評価に関する実践研究を行った（研究 2) 。











宇佐川浩著『障害児の発達臨床〈 1〉感覚と運動の高次化からみた子供理解（宇佐川， 2007a) 』
『障害児の発達臨床〈 2〉感覚と運動の高次化による発達臨床の実際（宇佐川， 20076) 』を子供の発
達を理解し実態をとらえる際の共通の理論（以下， 「感覚と運動の高次化理論」）として選定した。当
理論を選定した主たる理由は以下の 3点である。
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① 発達診断評価法の結果を踏まえた実態把握及び実態把握図 ：小学部 2年生男児（以下，A児）
を対象とした。急性脳症後遺症に伴う運動障害（四肢麻痺）及び知的障害を有している。幼少時より，
養護性の問題から医療療育センターに入所している。小学部 1年生時点での各種検査結果を表 2,図4








表 2 A児の各種検査結果（小学部 1年生時点）
結果
移動運動 ：00:06-00:07 手の運動： oo:os-00:06
基本的習慣:00: 03-00: 04 対人関係 •.00:04-00:05
発語 ： 00:08-00:09 言語理解： 00:00-00:01
．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． 
情緒： 1 知恵： 0 基礎視知覚： 0 細部視知覚： 0 
全体視知覚： 0 視覚運動協応： 0 手先の運動： 0 
粗大運動協応： 0 発語： 0 聴覚運動協応： 0 
全体聴知覚： 0 細部聴知覚： 0 基礎聴知覚： 0 自己像： 1 
情緒
知覚
細部聴知覚仁- I V"¥ 1 /¥ゾ／ ＼ 二細部視知覚































































































































































































































































































































































① 発達診断評価法の結果（小学部 2年時年度末） ：年間を通した指導の評価として，年度末に発



















































































































佐島毅 (2009)第 7節 重複障害教育の展開，安藤隆男・中村満紀男（編），特別支援教育を創造する
ための教育学（シリーズ障害科学の展開〈第 2巻〉）．明石書店， 303-309.






























































































宇野彰（校長） 西垣昌欣（副校長） 成田 美恵子（研究部長）
国語科
浅井千絵 有 井 香 織 加藤隆芳 河野文子 谷川裕子 田村裕子
千葉 歩 戸谷 誠 村主光子
算数・数学科
小田奈都ニ 葛原康崇 古山貴仁 佐伯 /盲‘ 笹木昌太郎 白石利夫
中泉 康 中本信子 久津京子 類瀬健二
社会科
石田周子 小林博信 新 洋子 鈴木 泉 田中麻衣
理科
青山妙子 小山信博 齋藤 豊 西俣なな 山浦和久
外国語科（英語）
大）1|原恒 加藤裕美子 小 泉 清華 高橋佳菜子 松田幸裕 二浦義也
体育科・保健体育科
岡崎志乃 寒河江核 佐々木高 佐藤孝二 畠山綾香 松浦孝明
重度・重複研究
阿部晃久 池田 仁 大石京子 大西彩乃 岡部盛篤 亀井由美子
黒鳥由美子 鹿田竜一 清水 聡 杉林寛仁 清野祥範 夏目保男






宇野彰（校長） 西垣昌欣（副校長） 成田 美恵子（研究部長）
国語科
有井香織 岡部盛篤 加藤隆 芳 河野文子 笹木昌太郎 滝川友海
谷川裕子 田村裕子 戸谷 誠 原 怜子 藤川華子 村主光子
算数・数学科
角島寛樹 葛原康崇 古 山 貴仁 佐伯 真 佐藤孝二 白石利夫
中本信子 夏目保男 廣 木 幸恵 山浦和久 若宮裕治 類瀬健二
社会科・理科
青山妙子 石田周子 小田奈都三 小林博信 小山信博 齋藤 豊
新 洋子 鈴木 泉 清野祥範 竹田 9声Cヽ 田中麻衣 千葉 歩
林 秀輝 久津京子
外国語科（英語）
雨ケ崎正志 大）1|原恒 小薗慶子 小泉清華 杉林寛仁 高橋佳菜子
三浦義也
体育科・保健体育科
岡崎志乃 寒 河 江 核 佐々木高一 畠山綾香 松浦孝明 森田
重度・重複研究
阿部晃久 池田 仁 大 西彩乃 加藤裕美子 黒鳥由美子 中泉 康







有井香織 大石京子 大 西彩乃 岡部盛篤 黒鳥由美子 佐藤佳子
滝川友湘 田村裕子 戸谷 誠 野崎美咲 濱田律子 松尾志保
算数・数学科
岡本義治 加藤裕美子 金 子 栄生 川津圭希 葛原康崇 古山貴仁
白石利夫 中本信子 夏目保男 成田美恵子 原 怜子 蛭田史子
吉田光伸 類 瀬 健 二
社会科・理科
青山妙子 荒木哲弥 石田周子 小田奈都三 河野文子 小林博信
小山信博 齋藤 豊 佐伯 盲/ ‘̂— 笹木昌太郎 新 洋子 鈴木 泉
竹田 恵 田中麻衣 谷川裕子 千葉 歩 中泉 康 林 秀輝
久津 福谷憲司 藤垣結髪 向山勝郎 森田 旱ノ，L、 山浦和久
吉岡美紀
タト国語科（英語）
雨ケ崎正志 大 川 原 恒 小 薗 慶子 小泉清華 裔橋佳菜子 三浦義也
渡辺 ｝,訂式父:t. 
体育科・保健体育科
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